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■携帯電話でかさい防災ネットに登録しよう！
　地震や台風等で市内に災害が起きた際に「かさい防災
ネット」のお知らせメールに登録していると、避難勧告
や避難所などの防災情報が携帯電話のメールへ自動配信
され、いち早く情報を得ることができます。また、気象
情報（気象警報や土砂災害警戒情報）を得ることもでき
ます。

　携帯電話で下記アドレス、また
は右のＱＲコードから登録してご
利用ください。
http://bosai.net/kasai/

台風や集中豪雨による土砂災害に備えましょう

【問合先】　危機管理課（防災対策係）☎㊷8751　℻㊸1800　bosai@city.kasai.lg.jp

■防災マップで危険箇所を確認しましょう！
　台風や集中豪雨は、浸水被害だ
けでなく「がけ崩れ」、「土石流」、

「地すべり」などの土砂災害を引
き起こす危険性があります。
　土砂災害の危険箇所は、各戸に
お配りしている加西市防災マップ
に示しています。また、市ホーム
ページや兵庫県ホームページ（兵
庫県ＣＧハザードマップ）でもご覧いただけます。近く
に危険箇所があるか確認するとともに、被害を抑えるた
めに、一人ひとりが雨量や雨の降り方などの気象情報に
注意してください。日頃から、避難方法や避難場所につ
いて家族で話し合い、いざというときは早めに避難する
ようにしましょう。

QR コード

防災マップ（西在田地区）

台風などによる住宅被害を支援（フェニックス共済）

　台風などの自然災害発生時に被害を受けた住宅などの再建・補修を支援します。

【問合先】　（公財）兵庫県住宅再建共済基金☎078-362-9400　　危機管理課☎㊷8751

　対象災害 　異常な自然現象により生じる、あらゆる自然災害（暴風、豪雨、洪水、地震、豪雪など )

　共済負担金 　年額 5,000 円／戸　※加入初年度は月額 500 円（上限 5,000 円）

　共済給付金
　住宅が半壊以上の被害を受けた場合、次の金額を給付
　再建・購入／ 600 万円　　補修／全壊 200 万円、大規模半壊 100 万円、半壊 50 万円
　再建・購入・補修をしない場合／ 10 万円

　申込方法
　所定の申込書に必要事項を記入し、（公財）兵庫県住宅再建共済基金へ申し込んでください。
　申込書は市危機管理課、加西郵便局、北播磨県民局にあります。

ひょうご防災リーダー講座の受講者募集
　今後、発生が懸念される南海トラフ巨大地震などの
大規模災害に備え、地域防災の担い手となるリーダー
を養成する講座です。

日程／ 9 月 28 日（土）から H26.3 月の間の 12 日間
会場／兵庫県広域防災センターほか
対象／自主防災組織のリーダーなど地域防災の担い手
　　　をめざす方で、県内在住、在勤、在学の方
受講料／無料（教材等実費負担あり）

申込方法／「講座参加申込書」により郵送、FAX また
　　　　　はメールで申込。申込書は市危機管理課の
　　　　　窓口、または兵庫県広域防災センターの
　　　　　ホームページからダウンロードできます。
申込締切／ 9 月 20 日（金）必着
申込先／特定非営利活動法人神戸まちづくり研究所
　　　　〒 651-0076　神戸市中央区吾妻通 4-1-6
　　　　☎ 078-230-8511　℻ 078-230-8512
　　　　bosaileader@kobe-machiken.org
問合先／兵庫県広域防災センター☎ 0794-87-2920
　　　　市危機管理課☎㊷ 8751

「自殺予防週間」9月10日から 16日まで

　全国で自殺により多くの尊い命が失われています。加
西市の自殺者は兵庫県の平均を上回っています。
　自殺にいたる背景は、経済・生活、健康、家庭問題な
どの要因が複雑にからみ、うつ病やアルコール依存症等
こころの病気が関係していることもあります。自殺を防
ぐため、かけがえのない「いのち」を守るために、周囲
が「気づく」ことが大切です。

■大切な人の「いのち」を守るためにできること
・気づく：家族や仲間の変化に気づいて、声をかける
・聴　く：本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
・つなぐ：本人の気持ちを受け止めてから、専門家や相

談機関に相談するように促す
・見守る：温かく寄り添いながらじっくり見守る

～あなたが生きている　それが大事　ひとりで悩まず相談してください～

【問合先】　福祉企画課☎㊷8724　　健康課☎㊷8723

兵庫県いのちと心のサポートダイヤル
短縮ダイヤル　♯ 7500　携帯電話・IP 電話　☎ 078-382-3566
月～金 18:00 ～翌 8:30　土・日・祝 24 時間

9月9日は「救急の日」

　救急業務や救急医療への理解を深めていただくため
に、毎年、9 月 9 日を「救急の日」とし、この日を含む
1 週間（9 月 8 日～ 14 日）を「救急医療週間」と定め、
全国的にさまざまな取り組みが実施されています。

【問合先】　北はりま消防組合・加西消防署救急係☎㊷0119

■加西消防署管内の実施事業
優良救急隊員表彰
北はりま消防組合消防長表彰／ 9 月 3 日（火）9:30 ～
市医師会長・加西消防署長表彰／ 9 月 12 日（木）14:00 ～
小児救急講習会／ 9 月 9 日（月）10:30 ～
　市内巡回、広報誌、ポスター、加西消防署前の電光掲
示板等による広報活動も行っています。

　突然の事故や災難に遭遇すると、人は誰でも慌てるも
のですが、救急車を要請する前に「救急車が本当に必要
かどうか」を考えてください。
　軽い病気やケガまたはタクシー代わりの要請などで救
急車が出動中に、１分１秒を争う重症患者が発生した場
合、救急車の到着時間が遅れ、悲惨
な結果になることも考えられます。
　救急車の正しい利用について、ご
理解とご協力をお願いします。

■普通救命講習会
　加西消防署は、毎月第 3 日曜日（9:00 ～ 12:00）に心
肺蘇生法や AED の取扱い方法などを学ぶ「ハート to ハ
ート講習会」を開催しています。各種団体については、
第 3 日曜日以外の日でも受け付けています。

■ AED（自動体外式除細動器）をお貸しします
　加西消防署は 2 台の AED を貸し出しています。さま
ざまなイベントの会場に AED を配置して、参加者や来場
者の安全のため、ぜひご利用ください。
　貸し出しには、応急手当普及員または普通救命講習修
了者が１名以上参加することが必要です。

■救急車の正しい利用にご協力を！

　熱中症は、高温多湿な環境で、体内の水分
や塩分のバランスが崩れたり、体内の調整機
能がうまく働かなくなったりし
て発症します。暑さの厳しい日
が続いていますので、熱中症の
予防に取り組みましょう。

まだまだ熱中症にご用心を！
・のどが渇いていなくても、体の水分や塩分は失われていますの

で、こまめにスポーツドリンクなどで水分補給をしましょう。
・扇風機やエアコンを使った温度調整や風通しを良くし、こまめ

な換気を行うなどの環境づくりに努めましょう。
・熱中症予防の知識を周囲の人と共有し、お互いに予防を呼びか

けあって熱中症から大切な人を守りましょう。

■熱中症の予防方法

■平成 21 ～ 23 年の平均自殺率

自殺率
加西市 33.7
北播磨 25.7
兵庫県 22.4

自殺率
人 口 10 万 人
あたりの平均
年間自殺者数


